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1. 過去の超音速民間航空機とその問題点 

 

超音速で飛行する航空機は、1950年代に戦闘機として最初

に実用化された。その後、民間用の超音速航空機の研究と開

発が進められ、1970年代半ばに、欧州で開発されたコンコル

ドと、ロシア（当時はソビエト連邦）で開発されたTu-144が

商業運航を開始した。この2つの機種の実用化以降、超音速

民間航空機の開発プロジェクトは存在しているが、未だ実用

化に至ったものは存在していない。 

コンコルドと同じく 1970 年代に商業運航を開始した亜音

速の民間航空機として、ロッキード社の L-1011 トライスタ

ーがある。この2つの機種を比較（なお、トライスターにつ

いてはL-1011-200型）すると、航続距離には大きな違いがな

いものの、燃料搭載量はコンコルドの方が1割以上多い1),2)。

さらに、トライスターの乗客人数はコンコルドの2倍以上で

あるため、コンコルドの燃費（単位燃料量当たりの旅客キロ）

はトライスターの半分以下ということになる。1970年代に起

こったオイルショックの影響も受け、燃費が悪いコンコルド

を継続して運航する航空会社は、エールフランス及びブリテ

ィッシュ・エアウェイズの2社のみに限られた。 

また、コンコルドの巡航速度はマッハ2と亜音速の航空機

の2倍以上であったが、超音速での巡航に関する問題は上記

の燃費のみに留まらなかった。中でも、超音速での飛行に伴

い必然的に発生する衝撃波は、亜音速の民間航空機において

離着陸時の空港周辺に限定されていた騒音問題の対象エリア

を、ソニックブームとして飛行ルート全体に拡大することと

なった。このため、米国では連邦航空規則（FAR）91.817によ

り、陸上での超音速飛行の原則禁止措置が 1973 年に規定さ

れ、現在でもその措置が続いている。この措置により、超音

速機としての性能の活用及び就航路線に大幅な制約が課され

たことも、コンコルドの衰退に繋がった。 

新たな超音速民間航空機の開発にあたっては、この燃費と

騒音の問題を許容可能な水準に抑えることが不可欠となる。

また、1970年代以降、亜音速の民間航空機はエンジンのバイ

パス比の増大等により燃費と騒音を着実に改善しており、許

容される水準自体も厳しくなっている。このような状況の中、

米国では 2020 年代半ばの実用化を目指して複数の超音速民

間航空機の開発プロジェクトが進められており、それらの現

状及び今後の見通しについて、燃費や騒音への対応を含めて

紹介する。 

 

2. 米国における超音速民間航空機の開発プロジェクト 

 

2.1 Aerion Supersonic（Aerion）社 

Aerion社は、ネバダ州リノに本社を置き、超音速航空機の

開発を行っているスタートアップ企業であり、巡航速度がマ

ッハ1.4のビジネスジェット機である「AS2」の開発を進めて

いる 3)。同社のCEO が 2020 年 1 月に述べた計画によれば、

「AS2」は 2024 年の初飛行と 2026 年の商業運航の開始を目

標としている 4)。 

「AS2」の巡航速度は、コンコルドの巡航速度に比べて低い。

この理由には、同社が「BOOMLESS CRUISE」として商標登録し

ている技術が関係している。 

超音速での飛行に伴い発生する衝撃波の強さは、速度が低

くなるに従って減少する。そして、比較的低い超音速で高い

高度を飛行すると、上空で発生した衝撃波が地上まで到達せ

ず、ソニックブームとして聞こえない「Mach cutoff」という

状態となる。「Mach cutoff」の状態となるか否かは、速度、

高度及び大気温度などにより変化するが、「AS2」ではこの状

態を「BOOMLESS CRUISE」とし活用し、ソニックブームの問題

を発生させることなく、陸上でもマッハ1.2程度までの超音

速で飛行することを目指している。 

燃費の問題に関しては、コンコルドが超音速の飛行を行う

ためにエンジンのアフターバーナーを装備し、これが燃費の

悪化の一因となっていたことに対して、「AS2」ではエンジン

にアフターバーナーを装備することなく超音速での飛行を行
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う。「AS2」のエンジンについては、General Electric（GE）

社が「Affinity」というターボファンエンジンを開発するこ

とが2018年10月に発表されており 5)、このエンジンは、米

国の最新の騒音基準（Stage 5）及び既存の排出ガスの基準を

満足するとともに、100%のバイオ燃料（通常のジェット燃料

との混合ではない）にも対応するように設計される。 

2019年2月、Aerion社は、財政、技術及び製造に係るリソ

ースに関し、ボーイング社との提携を発表した 6)。この提携

に伴い、Aerion社の5名の取締役会のメンバーのうち、2名

はボーイング社からの社外取締役となった。また、2020年4

月には、Aerion社がフロリダ州メルボルンに3億ドルを投資

し、2026年までにグローバル本社並びに設計、製造および整

備のための拠点を新設することがフロリダ州のロン・デサン

ティス知事から発表された 7)。このため、「AS2」の量産機の

製造は、フロリダ州メルボルンで行われる予定である。 

 

2.2 Spike Aerosace（Spike）社 

Spike 社は、マサチューセッツ州ボストンに本社を置き、

超音速航空機の開発を行っているスタートアップ企業であり、

巡航速度がマッハ1.6のビジネスジェットである「S-512」の

開発を進めている 8)。同社のCEOが2019年4月に述べた計画

によれば、「S-512」は2025年の商業運航の開始を目標として

いる 9)。 

「S-512」の巡航速度は、コンコルドの巡航速度に比べて低

いが、これは前述のとおり衝撃波の強さを減少させ、ソニッ

クブームによる地上の騒音問題を抑えることを目的としてい

る。 

Aerion 社の「AS2」では上空で発生した衝撃波が地上まで

到達しないことを目指していることに対し、「S-512」の衝撃

波は地上まで到達する。ただし、巡航速度を抑えるとともに、

Spike 社が特許申請中の「Quiet Supersonic Flight 

Technology」によって、地上でのソニックブームを75 PLdb

（弱い拍手の音程度）以下に留めることにより、海上と陸上

とに関わらず超音速で飛行することを目指している。 

また、「S-512」では、同社が同じく特許申請中の「Multiplex 

Digital Cabin」という技術により、客室に窓の代わりとして

大きなスクリーンを装備することとしている。このスクリー

ンには、映画などの一般的な客室エンターテイメントを表示

するほか、機外のカメラによるパノラマ映像を表示すること

ができる。さらに、胴体構造に窓がないことにより、客室内

の騒音を大幅に低下させることも目的としている。 

2020年6月時点において、「S-512」に搭載される具体的な

エンジンや、量産機の製造に関する具体的な計画は発表され

ていない。このため、2025年に商業運航を開始するという目

標を達成することは、かなり困難であると考えられる。 

 

2.3 Boom Technology（Boom）社 

 Boom社は、コロラド州デンバーに本社を置き、超音速航空

機の開発を行っているスタートアップ企業であり、巡航速度

がマッハ2.2で55～75人乗りの旅客機である「Overture」の

開発を進めている 10)。2020年6月時点では、「Overture」の

機体サイズを縮小した技術実証機である「XB-1」の製造を進

めており、「XB-1」は2020年夏のロールアウト、「Overture」

については 2020 年代半ばの飛行試験の開始を目標としてい

る 11)。 

「Overture」の巡航速度は、コンコルドの巡航速度より高

いため、上空で発生した衝撃波による地上でのソニックブー

ムが問題となる。このため、「Overture」はコンコルドと同様

に海上のみで超音速の飛行を行い、陸上では亜音速で飛行す

ることが予定されている。 

燃費の問題に対しては、Aerion 社の「AS2」と同様に、

「Overture」はエンジンにアフターバーナーを装備すること

なく超音速での飛行を行うとしている。ただし、技術実証機

である「XB-1」については、GE社の軍用機用エンジンを流用

するため、アフターバーナーを装備する。なお、「Overture」

に搭載される具体的なエンジンは、2020年6月現在、まだ発

表されていない。 

また、Boom社は、「XB-1」の試験プログラムにおいて、持続

可能な航空燃料（Sustainable Aviation Fuel：SAF）とカー

ボンオフセットを活用することにより、航空機製造会社とし

て世界で初めてのカーボンニュートラルを実現すると発表し

た 12)。Boom 社は、「XB-1」の地上試験及び飛行試験で使用す

るため、米国カリフォルニア州のSAFスタートアップ企業で

あるPrometheus Fuelsとの提携を2019年6月に発表してい

る。同社は、空気中から二酸化炭素を直接吸収する技術

（Direct Air Capture）と、太陽光発電や風力発電などの再

生可能エネルギーを利用することにより、二酸化炭素の追加

排出量ゼロの燃料を開発している。 

「XB-1」の製造の進捗状況については、Boom社のウェブサ

イトにおいて公表されており、2020年4月には主翼と胴体と

の結合を行ったことが掲載されている。「XB-1」は、ロールア

ウト後、カリフォルニア州モハベの空港を拠点として飛行試

験を行うことが予定されており、その試験結果を「Overture」

の開発に反映することとしている。 
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3. まとめ 

 

 2．に記載した 3 つの超音速民間航空機の開発プロジェク

トは、いずれも 2020 年代半ば以降の商業運航の開始を予定

している。 

コンコルドで課題となったソニックブームの問題に対して

のアプローチは3者で異なる。Boom社の「Overture」は、コ

ンコルドと同様に、海上のみで超音速の飛行を行うため、FAR

における超音速飛行の原則禁止措置の影響を受けないが、

Aerion社の「AS2」及びSpike社の「S-512」については、当

該措置がなんらかの形で緩和されることが必要となる。 

また、コンコルドで課題となった燃費の問題に対しては、

エンジンにアフターバーナーを装備せずに超音速の飛行を行

うという技術的な対策を講じているが、これに加えて、「超音

速航空機は環境フレンドリーでない」という既成概念を払拭

するための取り組みに重点が置かれていると考えられる。 

なお、米国の航空安全当局である Federal Aviation 

Administration（FAA）は、これらの超音速民間航空機の開発

プロジェクトを受けたFAR の見直し案を 2019 年 6月に公表

13)しており、その詳細については別途レポートする予定であ

る。 
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